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静問地学第 46号(1982)

ノ田磯層泥層中の円磯について

篠ケ瀬卓二*

r[下流の右岸、静岡県庵原

郡北部の丘陵を中心として、鷺ノ

田穣摺が分布している O 今年は、

8月 1日の 10号台風、 9月12日

の18号台風、 9月24日の 19

風などにより、雨量が多かったた

め、富士川河床のようすが、著し

く変化して、新しい地態語が見え

るようになり、鷺ノ

図 1 円磯分布地点(X)

中の特徴ある円擦が、たくさん観察できるようになった。

I!井出の宮原橋(同代)~議案橋(沼久保)の上流から下流にかけて、浜石岳累層(駿河湾

問研クソレープ 1981)~入山衝上断層(大塚 1938，松田 1961) ~蒲原穣層(大塚 1938) ~岩潟火

山噴出物(岩淵集塊岩)~鷺ノ田穣層(大塚 1938)~富士山熔岩の11慎序に分布する好露頭がある O

この露頭についての調査は、ノトJI!によって詳しくなされている O ノトJI!によれば、岩渓tl火山噴

出物より東に分布する上部の地層は、鷺ノ出様層に対比されるべきものであると解釈しており、

ここに紹介する泥層中の円擦は、この地層に入っている O また、別所探層(津屋 1940)は、こ

するとしている O

この前域の翠ノ宿探罷は、岩淵集塊岩を整合し不規則な機層と砂質泥層の互層からなってい

る O 擦は、円麿された径 15~20cmの大撲を含むものが多いが、分紋されていない泥層部分は下

部になるにつれて、凝灰質になり、 3~5cmの

をはさむようになる O また泥層中には、植物の

炭化した破片が多く含まれる O

この泥躍中の擦は藍径 10~40c践の球形で、ドッチボー

ルか、ラグビ…ボーノレを連想させる泥球と呼んでもよい。

に並んで約 30個ほど見られる O これらがどうし

でできたかについてはまだわからないが、 @形態が

!河床の変化に驚くとともに、鷺ノ 中の泥

まれる円擦が、きれいに

〉てみた。今後、より広し

していたので、

し をして

みたい。

-9 



(1938) 

小}I

グループ(1981)

-10 

1払 415'"'-'451

18 

67曹 79'"'-'96

巡検会資料

3 


